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サハリン周辺のトドの分布及び繁殖状況を把握し、北海道沿岸域と
の往来について調べるために、2009年からロシアとの共同調査を開
始しました。  

（生態系研究室　服部　薫） 

サハリンにおけるトド繁殖場調査研究情報

  冬になると北海道周辺にトドが来遊します。以前は
根室海峡や噴火湾などでも大きな群れが目撃されて
いましたが、近年は日本海側での目撃が多くなってい
ます。トドによる漁業被害も特に日本海沿岸で大きな
問題となっていますが、なぜトドが日本海側に集中す
るようになったのかはよくわかっていません。トドは
オホーツク海を取り囲むロシアの島々で生まれます。
かつて、その分布の中心は千島列島でしたが、1980
年代までに個体数が激減しました。一方でサハリン
周辺に位置するチュレニー島やイオニー島では、1990
年代以降、個体数が増えています。このことと、北
海道日本海側にトドが集中していることには何か関係
があるのでしょうか？
　当研究所では、サハリン周辺のトドの分布及び繁
殖状況を把握し、北海道との往来について調べるた
めに、2009年からロシアとの共同調査を開始しました。
  サハリン南部には繁殖場が１カ所、上陸場が３カ所
あります（図１）。トドが繁殖する６～７月に、これ
らの島々を訪れて調査しました。チュレニー島はトド
とオットセイとウミガラス（オロロン鳥）が棲む無人
島です（表紙写真）。ここでは繁殖期を通じた個体数
の変化と出生数を調べるとともに、過去にロシア側に
よって付けられた個体の標識を読み取りました。標識

からは、その個体の生まれた
年・場所などがわかります。
その結果、最大で2,043頭（新
生子678頭を含む）が分布し、
新生子の数が年々増加して
いること、オホーツク海北部
のイオニー島や千島列島で
生まれた個体も多く混在する
ことを確認しました。また、
この繁殖場では初めてとなる
新生子への標識付けを行い

（図２）、これまで確認できな
かったチュレニー島生まれの
個体の来遊状況が明らかに
なることが期待されます。
  上陸場３カ所では、合わせ
て2,007頭（新生子11頭を含
む）を数えました。これらの

地域は北海道日本海沿岸に近接しており、特にモネ
ロン島では、これまで行われていないと考えられてき
た繁殖が2008年に引き続き確認され、今後の動向か
ら目が離せません。さらに、宗谷海峡に位置するオパ
スノスチー岩礁とチュレニー島では若齢獣１頭と成獣
２頭を生け捕りして頭部に発信機を装着し、その行
動を衛星で追跡することができました。オパスノスチ
ー岩礁で捕獲された若齢個体は、７月末まで宗谷海
峡を往来し北海道の沖合にもいたことが明らかとなり
ました（図３）。今後、冬にもサハリン南部で調査を
行い、越冬期のトドの分布状況を調べるとともに、よ
り多くのトドに衛星標識を取り付けることを計画して
います。

　この調査で、北海道沿岸域との交流の実態と回遊
行動を把握することにより漁業被害の発生要因を解
明し、防止技術の開発に活用されることを期待してい
ます。図１　サハリンのトド上陸場

図２　チュレニー島で体側に標識された新生子

出生した島を示すロシア文字“Г（ゲー）”と数字の２
（※標識が付いたトドを見かけた方は情報をお寄せください。）

図３　発信機を取り付けたトド若齢個体の移動経路

捕獲した7月3日から29日まで宗谷海峡と北海道沿岸に留
まった。


